
 

 

白井市の概況 

１ 人口 

（1）市人口推移 

白井市の人口は、2005 年から 2018 年まで増加してきたが、以降は減少傾向にある。 

年齢 3区分別の内訳に着目すると、高齢者の人口は増加傾向にある(2005 年：70 百人→2023 年：176

百人)。それに伴い、全人口に占める高齢者の割合も増加傾向にある(2005 年：13%→2023 年：28%)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

 

図 白井市の年齢 3区分別構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

  

79 81 84 90 93 96 97 97 97 97 98 97 97 95 93 90 86 83 79

383 384 390 400 403 404 405 400 401 394 389 386 383 383 378 376 373 371 372

70 75 83 90 98 104 109 116 126 134 142 149 154 160 164 168 172 174 176

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2
0

0
5

年

2
0

0
6

年

2
0

0
7

年

2
0

0
8

年

2
0

0
9

年

2
0

1
0

年

2
0

1
1
年

2
0

1
2

年

2
0

1
3

年

2
0

1
4

年

2
0

1
5

年

2
0

1
6

年

2
0

1
7

年

2
0

1
8

年

2
0

1
9

年

2
0

2
0

年

2
0

2
1
年

2
0

2
2

年

2
0

2
3

年

15歳未満 15～64歳 65歳以上

（単位：百人）

532 540 557 580594 603 611 613 624 625 628 632634 638 636 633 630 627 627

15歳未満

15%

15%

15%

16%

16%

16%

16%

16%

16%

16%

16%

15%

15%

15%

15%

14%

14%

13%

13%

15～64歳

72%

71%

70%

69%

68%

67%

66%

65%

64%

63%

62%

61%

60%

60%

60%

59%

59%

59%

59%

65歳以上

13%

14%

15%

16%

16%

17%

18%

19%

20%

21%

23%

24%

24%

25%

26%

27%

27%

28%

28%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

凡例

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

N=53,243

N=54,030

N=55,684

N=58,036

N=59,389

N=60,334

N=61,073

N=61,256

N=62,386

N=62,493

N=62,816

N=63,175

N=63,404

N=63,772

N=63,555

N=63,336

N=63,012

N=62,745

N=62,693

（人）

1

参考資料２



 

 

（2）将来人口 

将来的に市内の人口は減少を続ける見込みであり、2060 年には 497 百人(2018 年市内総人口の約

77%)になると推計されている。 

今後 35 年間において、65 歳未満の人口は約 4 割減少する見込みである。 

老年人口(65 歳以上人口)は、2045 年まで増加する見込みであるが、以降は減少に転じると予想され

ている。 

 

資料：白井市人口推計報告書 

図 白井市の年齢 3区分別将来人口推移 
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（3）500m メッシュ人口 

鉄道駅(西白井駅、白井駅、千葉ニュータウン中央駅)周辺の地域における人口密度は高い傾向にあ

る。特に、白井駅の南側(堀込一丁目・堀込二丁目)における人口密度が市内で最も高い。 

一方で、鉄道駅から離れた地域(例：市北部など)における人口密度は、相対的に低い傾向にある。 

 

 

資料：令和２年国勢調査 地域メッシュ統計 

図 白井市の 500m メッシュ人口(2020 年) 
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２ 土地利用 

(1) 地目別面積 

白井市内の地目別面積割合の推移に着目すると、田や畑などの農地は減少傾向にある一方で、宅地

は増加傾向にある。宅地の開発などに伴い、田畑の面積が減少していることが推察される。 

 

 

資料：統計しろい 

図 白井市の地目別面積割合推移 

 

(2) 土地利用面積内訳 

白井市内において、畑・山林等の自然的土地利用は全体の 53.5%、住宅用地等の都市的土地利用は全

体の 46.5%を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和３年度白井市都市計画基礎調査 
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３ 産業 

(1) 産業別就業割合 

白井市の就業人口に占める第一次産業の就業人口の割合は減少傾向にあり、第三次産業の就業人口

の割合は増加傾向にある。 

 

 

資料：国勢調査 

図 白井市における産業別就業割合の推移 
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(2) 産業別事業所構成比 

2021 年の産業構造(事業所構成比・民営事業所のみ)に着目すると、「建設業」「製造業」については

千葉県平均を上回っている。これは、白井市内に白井工業団地が立地していることが要因の一つと考

えられる。 

「卸売業、小売業」「飲食業、宿泊サービス業」については、千葉県平均を下回っている。 

 

 

資料：経済センサス-活動調査 

図 産業別事業所数の構成比(2021 年) 
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(3) 農業 

①農家数・農業従事者数・経営耕地面積 

白井市における農家数、農業従事者数、経営耕地面積は、ともに減少傾向にある。 

2005 年から 2020 年にかけて、農家数は約 28%、農業従事者数(販売農家)は約 47%、経営耕地面積は

約 34%減少した。 

 

 

資料：農林業センサス 

図 白井市の農家数・農業従事者数・経営耕地面積推移 
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② 生産緑地の対市街化区域面積比 

白井市の市街化区域面積に占める生産緑地の面積比は 4.56%であり、千葉県内で生産緑地が指定され

ている 22市の中で 2 位である。 

また、白井市における生産緑地の面積比は、千葉県内で生産緑地が指定されている 22 市全域の値

(1.51%)と比較して約 3倍である。 

 

表 市街化区域面積・生産緑地面積・生産緑地の対市街化区域面積比(2022 年) 

 
資料：都市計画現況調査(令和 4年) 
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③ 耕作放棄地面積 

白井市の耕作放棄地面積は、2000 年以降一貫して増加傾向にある。2000 年から 2015 年の 15 年間

で、面積は約 1.8 倍に増加した。 

 

資料：農林業センサス 

図 白井市の耕作放棄地面積推移 
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④ 農地の位置 

白井市内における農地※は、主に市街化調整区域内に分布している。 

下手賀沼周辺や河川(二重川、神崎川)沿いには田が、それ以外の市街化調整区域内には畑が多く分

布する傾向にある。 

 

資料：令和３年度 白井市都市計画基礎調査 

 

 

※令和３年度 白井市都市計画基礎調査において、田・畑に分類される土地を「農地」としている。
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４ 自然的景観 

(1) 地形 

市内の標高は、西白井駅や白井駅が立地する南西部において高く、市内の主要な河川や湖沼(下手賀

川、下手賀沼、神崎川)周辺では低くなる傾向にある。 

 

資料：基盤地図情報 

図 標高図 
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(2) 植生図 

 ニュータウンとして整備された地域では、「市街地」として分類される割合が高い。 

市西部においては「果樹園」、市東部においては「畑雑草群落」の割合が高い。神崎川や下手賀沼などの河川や湖沼の周辺においては、水田雑草群落

が中心となっている。 

 

資料：環境省 自然環境局 生物多様性センター(縮尺 1/2.5 万 現存植生図) 

図 植生図 
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(3) 巨木 

白井市内における巨木は 38 本であり、ニュータウン整備以前から存在する田園地帯に多く分布する傾向にある。 

 

資料：環境省 自然環境局 生物多様性センター 

図 巨木の分布図 
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（4）農地 

「令和３年度 白井市都市計画基礎調査」の土地利用現況調査において「田」「畑」に分類される地域を図示した。 

下手賀沼周辺や河川(二重川、神崎川)沿いには田が、それ以外の市街化調整区域内には畑が多く分布する傾向にある。 

 

資料：令和３年度 白井市都市計画基礎調査 

図 農地の位置(2021 年) 
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５ 歴史的景観資源 

(1) 文化財 

白井市においては、48箇所の文化財が位置している(国指定 1 箇所、県指定 4 箇所、市指定 43 箇所)。これらの多くは、主にニュータウン整備以前か

ら存在する田園地帯に位置する傾向にある。 

 

資料：白井市地域防災計画 

図 文化財 
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(2) 神社・寺院 

 白井市内には、20 箇所の神社、12 箇所の寺院が立地している。 

 

資料：千葉県 HP(宗教法人一覧) 

図 神社・寺院 
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６ 都市的景観資源 

(1) 大規模商業施設 

 2023 年 6 月時点で、市内における大規模商業施設(店舗面積 1,000 ㎡超)は 16 箇所であり、主にニュータウンとして整備された地域に立地している。 

上記以外の大規模商業施設は、国道 16号沿い、風間街道沿いに立地する。 

 

資料：全国大型小売店総覧 2024 年版 
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(2) 商業 

白井市商工会に加入している商業事業所は 89 事業所である。これらの事業所は、木下街道や国道 16号などの主要幹線道路沿いに多く立地する傾向に

ある。 

 

資料：白井市商工会 HP 

図 白井市商工会会員(商業事業所) 
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(3) 工業 

白井市北部には、千葉県の内陸工業団地で最大規模の白井工業団地が位置する。 

白井工業団地が位置する、工業地域および工業専用地域を、以下に図示した。 

 

資料：都市計画図 

図 市内の工業地域・工業専用地域 
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６ 緑に関する現況  

(1) 土地利用現況 

鉄道が通過する白井市南西部の多くが住宅用地を占めている。 

白井市北部には、田畑が多く位置するほか、工場が多数立地している。 

 

資料：令和３年度白井市都市計画基礎調査 

図 白井市の土地利用現況図(2021 年) 
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(3) 地域森林計画対象民有林 

各都道府県知事が定める地域森林計画の対象となる民有林を、以下に示す。 

森林法により、地域森林計画対象民有林において開発行為をしようとする場合は、原則として、都道府県知事の許可を受けなければならないとされて

いる。 

 

資料：千葉県「ちば情報マップ」 

図 地域森林計画対象民有林 
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